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平成 30 年度 茅野市こども・家庭応援会議 会議結果報告書   【担当課】こども課 

会 議 の 名 称 平成 30 年度 第２回茅野市こども・家庭応援会議 

開 催 日 時 平成 30 年 12 月 20 日（木）19 時 00 分～20 時 35 分 

開 催 場 所 茅野市役所 議会棟大会議室 

出 席 者 

※委員：山田会長、宮下副会長、戸川委員、五味委員、保科委員、大久保委員、

篠原委員、宮林委員（岡田代理出席）、藤沢委員、志津委員、矢﨑委員、笠井

委員、竹内委員、 

※市：山田教育長、牛山こども部長、竹内健康福祉部長、栁澤健康づくり推進

課長、五味こども課長、有賀学校教育課長、飯島保育総務係長、小林幼児教育

係長、阿部学務係長、熊谷こども・家庭支援係長、竹内発達支援センター次長、

今井こども係長、有賀こども係主査、小林こども係主任、貝瀬こども係主任 

欠 席 者 
※委員：伊藤委員、原田委員、酒井委員、大作委員、河西委員、宮下委員、丸

山委員 

公開・非公開の別 公開 ・ 非公開 傍 聴 者 の 数      0 人

議題及び会議結果 

発言者 協議内容・発言内容（概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開 会 

 

２ 教育長あいさつ 

 

３ 会議事項 

 （１）審議会等の会議の公開について 

（２）第２次茅野市こども・家庭応援計画の進捗状況について 

 （３）茅野市子ども・子育て支援事業計画の進捗状況について 

（４）第３次茅野市こども・家庭応援計画について 

 （５）茅野市子ども・子育て支援事業計画の策定に係るアンケート調査

について 

 

４ 報告事項 

 （１）茅野市学童クラブの増設について 

 （２）保育園管理計画の進捗状況について 

 

５ その他 

  子どもの見守りに関わる地域の連携の場について 

 

６ 閉 会 
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五味こども課長 

 

 

山田教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山田会長 

 

 

委員 

 

山田会長 

 

 

 

 

 

五味こども課長 

 

 

五味幼児教育課長 

 

 

山田会長 

 

委員 

 

 

五味幼児教育課長 

 

 

委員 

 

○議事録 
１ 開会 
平成 30 年 第２回茅野市こども・家庭応援会議を開会する。 

 
２ 教育長あいさつ 

子どもとその家庭を継続的に支援し応援するため、茅野市の子育てに関す

る中心となる会議である。本日は、第２次どんぐりプランの進捗状況と総

括、第３次の概要を説明する。皆さんと知恵を絞り、それぞれの立場で具

体的な活動に取り組み、どんぐりプランを推進していきたい。 

ともに支え合う茅野市の社会を構築し、「たくましく やさしい 夢のあ

る子ども」を育てていきたい。 

 

３ 会議事項 

（１）審議会等の会議の公開について 

前回と同様に、本日の会議を公開とし、会議録については、市のホームペ

ージに委員個人名は載せず「委員」として表示して公開してよいか。 

 

（良いとの声あり） 
 

本会議は公開とする。 

 

 

（２）第２次茅野市こども・家庭応援計画の進捗状況について 

（３）茅野市子ども・子育て支援事業計画の進捗状況について 

 

第２次茅野市こども・家庭応援計画の進捗状況について（資料№１）に基

づき説明 

 

茅野市子ども・子育て支援事業計画の進捗状況について（どんぐりプラン

P６６）に基づき説明 

 

質問はあるか。 

 

幼児期の学校教育・保育の量の見込みと確保方策について、待機児童は出

ておらず利用を希望している方には必ず対応が出来ているということか。

 

保育園については、平成２９年度は全て受け入れ可能となっている。また

平成３０年度現在も同様である。 

 

放課後児童健全育成事業について、小学低学年の要望が高学年に比べて多

いのはなぜか。 
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有賀学校教育課長 

 

 

 

 

委員 

 

 

五味幼児教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

五味こども課長 

 

 

 

五味幼児教育課長 

 

山田会長 

 

委員 

 

 

 

小林幼児教育係長 

 

 

 

阿部学務係長 

 

 

山田会長 

 

委員 

 

 

事業発足当初は、低学年のみの事業であったが、要望等あり、また国の制

度改革もあり平成２８年から高学年も受け入れることになった。高学年の

受け入れを開始して２年のため、まだ浸透してきていないが、徐々に高学

年の利用も増えてきている。 

 

病児病後児保育の件で、新聞報道で場所が移動となると見たが、形態等は

今までのとおりとするのか。また、交通の便はどのようになるのか。 

 

病児病後児保育は平成３２年から委託先が変更となるため、現在準備を進

めている。 

この後説明させていただくが、アンケート調査の中で保護者のニーズを把

握し、平成３２年度以降の計画を検討していく。 

交通については、諏訪中央病院への委託を考えているので、現在と比べ利

用者が不便になることはないと考えている。 

 

 

（４）第３次茅野市こども・家庭応援計画について 

前回の説明から基本的な考えの変更はなし。第１編から第３編、第５編に

ついて説明する。第１編が総論、第２編が市民と行政による応援・支援体

制づくり、第３編が施策の展開、第５編が資料編となっている。 

 

第４編は、茅野市子ども・子育て支援事業計画となっている。 

 

質問はあるか。 

 

（なし） 

 

（５）茅野市子ども・子育て支援事業計画の策定に係るアンケート調査に

ついて（資料№２） 

２０２０年度から５カ年の茅野市子ども・子育て支援事業計画の策定のた

め、ニーズ調査を実施するのでアンケートの素案をご覧いただきたい。ご

意見等あれば、幼児教育課までお問い合わせいただきたい。 

 

放課後児童健全育成事業、病児病後児保育に係るアンケート調査を実施

し、ニーズを把握して放課後児童健全育成事業の参考としたい。 

 

質問はあるか。 

 

アンケート調査でニーズを掴みたいとのことだが、実態と調査とでは乖離

があると思う。茅野市子ども・子育て支援事業計画でいえば、量の見込み
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五味幼児教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

有賀学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

有賀学校教育課長 

 

 

 

五味教育課長 

 

山田会長 

 

委員 

 

 

 

 

 

岡田生活安全課長 

 

 

 

 

山田会長 

をアンケートで掴むのか。 

 

前回の調査では、利用したいと回答した人は多かったが実利用者とかなり

の乖離があった。アンケート調査は、ニーズを知るための一つの手段にな

るため参考とし、実利用者数等の傾向を把握ししっかり計画を立てていき

たい。 

 

 

４ 報告事項 

（１）茅野市学童クラブの増設について 

児童数は減っているが、学童クラブの対象を高学年まで広げ、また昨年か

ら多子軽減を行なっている事も要因となり、利用者は増えてきている。 

現在は、永明小学校に２つ、宮川小学校に２つ、玉川小学校に３つ、その

他は各校１つずつ、市内の９小学校に１３の学童クラブを開設している。

しかし、大規模校については手狭になってきている。来年の利用者の見込

みを調査する中で、利用者も見込まれるため、永明小学校に１つ、宮川小

学校に１つ、玉川小学校に２つ増設をする。 

 

学童の利用者数が減った時期があったが、高学年まで対象を広げたため

か。 

 

過去５年間の統計でいうと、平成２７年は平成２６年度と比べると少し減

少、平成２８年度からは、高学年まで対象を広げたため増加している。 

 

（２）保育園管理計画の進捗状況について 

保育園管理計画の進捗状況について（資料№３）に基づき説明 

 

質問あるか 

 

保育園の統廃合については、市でしっかりとした人口推計を把握し、検討

をして欲しい。いったん統廃合をしてしまうと保育園は復活できない。 

 

 

５ その他 

子どもの見守りに関わる地域の連携の場について 

政府の方で登下校防犯プランを策定した。その中で、子どもの見守りに係

る地域連携の場を各市町村で設けた方が良いのではという事になった。こ

の会議を見守りに係る地域連携の場として、ご意見等いただければと思

う。 

 

この会議でしていきたい。 
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委員 

 

 

五味幼児教育長 

 

 

 

 

委員 

 

五味幼児教育課長 

 

 

宮下副会長 

 

その他、何か質問はあるか。 

 

どんぐりプランの一時預かりの事業であるが、量の見込み数と実利用者数

と差が大きいと思う。 

 

アンケート調査等を参考に希望者数を量の見込みで示している。ニーズは

あったが、実際には利用者が少なかった。使い勝手が悪く使わなかったと

いう意見もあったので、今回のアンケート調査でニーズを掴み計画をして

いきたい。 

 

使い勝手が悪いことはある。今後の検討課題にしていただきたい。 

 

働く保護者の就労支援のため、ニーズに応えていきたい。 

 

 

６ 閉会 

 

・・・・・・・・・・・・ 終了 20:35 ・・・・・・・・・・・・・・・

 


